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32. 望月葉子，大石 実，原 元彦，高須俊明：頭部・頸部磁気刺激による筋 
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 る漢方薬の効果．神経内科 46 : 48-52, 1997. 
 
40. Mochizuki Y, Oishi M, Hara M, Yoshihashi H, Takasu T: Regional cerebral  
 blood flow in lacunar infarction. Journal of Stroke and Cerebrovascular  
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 検査と脳血流検査．脳と神経 50 : 372-374, 1998. 
 
52. 大石 実，望月葉子：随伴陰性変動と髄液中の神経伝達物質の相関の研究． 
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50. 大石 実：頭痛（高久史麿  総監修）．外来診療のすべて 第2版． pp. 96-97， 
 メジカルビュー社，東京，1999. 
 
51. 日本内科学会認定内科専門医会（編）執筆者93人中の1人が 大石 実：認 
 定内科医・認定内科専門医受験のための演習問題と解説 第2集．pp. 1-233， 
 医学書院，東京，1999. 
 
52. 大石 実：片麻痺（hemiplegia）（田代邦雄，廣瀬源二郎，山本悌司 編）． 
 誤診しやすい神経疾患．pp. 98-100，南江堂，東京，2000. 
 
53. 大石 実：不安定歩行（unsteady gait）（田代邦雄，廣瀬源二郎，山本悌 
 司 編）．誤診しやすい神経疾患．pp. 155-158，南江堂，東京，2000. 
 
54. 大石 実，望月葉子：医師のためのケアマネジャー試験対策テキスト． 
 pp. 1-117，中外医学社，東京，2000. 
 
55. 大石 実：頭痛・頭重感（阿部 薫 監修）． 研修医診療マニュアル 
 ー臨床現場で必要な知識と対応．医療研修推進財団，東京，2000. 
 http://deliver.pmet.or.jp/preview/manual/con01_03.htm 
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56. 大石 実，福原俊一（監修）：音で聞く医学英単語3000．pp. 1-169，メ 
 ジカルビュー社，東京，2001. 
 
57. 高久史麿（総監修），編集16人の中の1人が 大石 実：ステッドマン医学 
 略語辞典．pp. 1-624，メジカルビュー社，東京，2001. 
 
58. 上田慶二，大石 実，中澤博江，松枝 啓：CDで学ぶ医師のためのオー 
 ルラウンド英会話．pp. 1-167，メジカルビュー社，東京，2001. 
 
59. 高久史麿（総監修），編集16人の中の1人が 大石 実：ステッドマン医学 
 大辞典，第5版．pp. 1-1980，メジカルビュー社，東京，2002. 
 
60. 高久史麿（総監修），編集16人の中の1人が 大石 実：CD-ROMステッド 
 マン医学大辞典，第5版 [英和・和英]．pp. 1-72 (CD-ROM付)，メジカルビ 
 ュー社，東京，2002.  
 
61. 大石 実，福原俊一（監修）：医学英単語3000  CD-ROM付．pp. 1-169， 
 メジカルビュー社，東京，2002. 
 
62. 大石 実：知能障害（痴呆，精神遅滞），言語・構語障害，失語・失行・ 
 失認，排尿・排便障害，歩行・起立障害，けいれん，不随意運動（高久史 
 麿ほか監修）．新臨床内科学 第8版． pp. 1420-1428，医学書院，東京， 
 2002. 
 
63. 中西睦子，大石 実（編集）：看護・医学事典，第6版．pp. 1-1092，医学 
 書院，東京，2002. 
 
64. 大石 実：知能障害（痴呆，精神遅滞），言語・構語障害，失語・失行・ 
 失認，排尿・排便障害，歩行・起立障害，けいれん，不随意運動（高久史 
 麿ほか監修）．新臨床内科学コンパクト版 第3版，pp. 559-564，医学書 
 院，東京，2003. 
 
65. 大石 実：大病院へ送るべき頭痛と診断上の注意点（坂井文彦 編）．頭 
 痛診療のコツと落とし穴，pp. 18-19，中山書店，東京，2003. 
 
66. 大石 実：鎮痛薬乱用性頭痛診療のポイント（坂井文彦 編）．頭痛診療 
 のコツと落とし穴，p. 172，中山書店，東京，2003. 
 
67. 高久史麿（総監修），編集16人の中の1人が 大石 実：CD-ROMステッド 
 マン医学略語辞典．pp. 1-113 (CD-ROM付)，メジカルビュー社，東京，2003. 
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68. 伊藤正男，井村裕夫，高久史麿（総監修），責任編集75人の中の1人が  
 大石 実：医学書院 医学大辞典．pp. 1-3062，医学書院，東京，2003. 
 
69. 高久史麿（総監修），編集16人の中の1人が 大石 実：ナース版 ステッ 
 ドマン医学辞典 第2版．pp. 1-1150，メジカルビュー社，東京，2003. 
 
70. 大石 実：日本神経学会治療ガイドライン：てんかん治療ガイドライン． 
 今日の治療指針 2004年版．pp. 1578-1581，医学書院，東京，2004. 
 
71. 奈良信雄（編集），執筆者12人中の1人が 大石 実：ナースの内科学 第 
 6版，pp. 1-677，中外医学社，東京，2004. 
 
72. 高須俊明， 大石 実：内包（豊倉康夫 総編集）．神経内科学書 第2版， 
 pp. 192-194，朝倉書店，東京，2004. 
 
73. 大石 実：頭痛，めまい，失神，痙攣発作（岡本和文ほか編集）．新臨床 
 研修のための救急診療ガイドライン．pp. 138-145，総合医学社，東京，2004. 
 
74. 大石 実：日本神経学会治療ガイドライン：てんかん治療ガイドライン 
 (2002)．今日の治療指針 2005年版．pp. 1586-1589，医学書院，東京， 
 2005. 
 
75. 大石 実：臨床神経学 症候学・疾患学（廣瀬 肇 監修）．言語聴覚士 
 テキスト，pp. 82-101，医歯薬出版，東京，2005. 
 
76. 大石 実：痙攣重積の患者さんのケアのポイントは何？（岡元和文 編）． 
 全科に必要なクリティカルケアQ&A，pp. 128-129，総合医学社，東京， 
 2005. 
 
77. 日本医学英語教育学会・編，執筆者6人の中の1人が 大石 実：講義録 医 
 学英語II 科学英語への扉．pp. 1-149，メジカルビュー社，東京，2005. 
 
78. 大石 実：日本神経学会治療ガイドライン：てんかん治療ガイドライン 
 (2002)．今日の治療指針 2006年版，pp. 1629-1632，医学書院，東京， 
 2006. 
 
79. 奈良信雄（編集），執筆者16人中の１人が 大石 実：ナースの内科学 第 
 ７版．pp. 1-689，中外医学社，東京，2007. 
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80. 大石 実：日本神経学会治療ガイドライン：てんかん治療ガイドライン 
 (2002)．今日の治療指針 2007年版，pp. 1559-1562，医学書院，東京， 
 2007. 
 
81. 大石 実：Paraneoplastic syndrome（東原正明 編著）．癌緩和ケア 必 
 携 ベッドサイドで役立つ癌緩和ケアマニュアル，pp. 115-116，新興医学 
 出版社，東京，2008. 
 
82. 大石 実：痙攣の緊急診断と治療指針（岡元和文 編著）．救急・集中治 
 療ガイドライン，pp. 132-133，総合医学社，東京，2008. 
 
83. 高久史麿（総監修），編集46人の中の1人が 大石 実：ステッドマン医学 
 大辞典 第6版．pp. 1-2063，メジカルビュー社，東京，2008. 
 
84. 大石 実：アルコール関連中枢・末梢神経障害（竹井謙之 編）．アルコ 
 ール医学・医療の最前線，pp. 58-61，医歯薬出版，東京，2008. 
 
85. 大石 実：日本神経学会治療ガイドライン：てんかん治療ガイドライン 
 (2002)．今日の治療指針 2008年版，pp. 1626-1629，医学書院，東京， 
 2008. 
 
86. 高久史麿（総監修），編集45人の中の1人が 大石 実：ステッドマン・ポ 
 ケット医学略語辞典．pp. 1-526，メジカルビュー社，東京，2009. 
 
87. 大石 実：神経診察（奈良信雄 編著）．ウィークポイントがわかる！ 
 イラストで学ぶ臨床基本手技，pp. 97-130，中外医学社，東京，2009. 
 
88. 伊藤正男，井村裕夫，高久史麿（総監修），責任編集76人の中の1人が  
 大石 実：医学書院 医学大辞典 第２版．pp. 1-3538，医学書院，東京， 
 2009. 
 
89. 大石 実：神経痛（小林祥泰，水澤英洋 編）．神経疾患最新の治療 2009-2011， 
 pp. 167-168，南江堂，東京，2009. 
 
90. 奈良信雄（編集），執筆者16人中の１人が 大石 実：ナースの内科学 第 
 ８版．pp. 1-702，中外医学社，東京，2010. 
 
91. 大石 実：臨床神経学 症候学・疾患学（廣瀬 肇 監修）．言語聴覚士 
 テキスト 第２版，pp. 98-117，医歯薬出版，東京，2011. 
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92. 大石 實：単純ヘルペス脳炎．（山口 徹ほか 総編集）今日の治療指針  
 2010年版，pp. 717-718，医学書院，東京，2010. 
 
93. 大石 実：痙攣重積の患者さんのケアのポイントは何？（岡元和文 編）． 
 全科に必要な重症患者ケアQ&A，第２版，pp. 128-129，総合医学社， 
 東京，2011. 
 
94. 大石 実：痙攣の緊急診断と治療指針（岡元和文 編著）．救急・集中治 
 療ガイドラインー最新の診療指針—2010-‘11，pp. 152-153，総合医学社， 
 東京，2010. 
 
95. てんかん治療ガイドライン作成委員会（委員長 辻 貞俊，委員13人の 
 うちの１人が大石 実）：てんかん治療ガイドライン2010．pp. 1-154， 
 医学書院，東京，2010. 
 
96. 高久史麿（総監修），編集委員48人の中の1人が 大石 実：コ・メディカ 

ル版 ステッドマン医学辞典［英和・和英］．pp. 1-1304，メジカルビュ 
ー社，東京，2010. 
 

97. 大石 實：アテトーゼ，ジストニー，片側バリズム．（山口 徹ほか  
 総編集）今日の治療指針 2011年版，pp. 772，医学書院，東京，2011. 
 
98. 大石 実：痙攣の緊急診断と治療指針（岡元和文 編）．救急・集中治 
 療最新ガイドライン2012-‘13，pp. 157-158，総合医学社，東京，2012. 
 
 
 
 

⑤ その他 
 
 （A）学会会報（Proceedings） 
 
1. 望月葉子，大石 実，西山千秋，飯田利博，高須俊明：Ofloxacinが有効で 
 あった活動性の癩の1例．Neuro-infection    1 : 87-88, 1996. 
 
2. Mochizuki Y, Oishi M, Takasu T: Difference in cerebral blood flow between  
 multiple cerebral infarction with and without dementia (Koga Y et al, ed).  
 Brain Topography Today, pp. 591-593, Elsevier, Amsterdam, 1998. 
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 3. Oishi M, Mochizuki Y, Takasu T: Cerebral blood flow and thromboxane B2  
 in leuko-araiosis (Koga Y et al, ed). Brain Topography Today, pp. 667-669,  
 Elsevier, Amsterdam, 1998.  
 
 4. Oishi M, Mochizuki Y, Shikata E, Takasu T: P300 and corpus callosum  
 atrophy in leuko-araiosis (Hashimoto I, Kakigi R, eds). Recent Advances in  
 Human Neurophysiology: The 6th International Evoked Potentials  
 Symposium in Okazaki, pp. 786-791, Elsevier, Amsterdam, 1998.  
 
 5. Mochizuki Y, Oishi M, Takasu T: Event-related potentials (P300) and  
 cerebral blood flow in multiple cerebral infarction (Hashimoto I, Kakigi R,  
 eds). Recent Advances in Human Neurophysiology: The 6th International  
 Evoked Potentials Symposium in Okazaki, pp. 961-965, Elsevier,  
 Amsterdam, 1998. 
 
 6. Oishi M, Mochizuki Y, Shikata E, Mizutani T: Acetazolamide reactivity in  
 atherothrombotic, cardioembolic and lacunar infarctions. Keio Journal of  
 Medicine   49 (Supplement 1): A117-A119, 2000. 
 
 7. Mochizuki Y, Oishi M, Mizutani T: Cerebral bood flows in the acute and  
 chronic stages of cerebral infarction. Keio Journal of Medicine   49  
 (Supplement 1): A131-A134, 2000. 
 
 8. Mochizuki Y, Oishi M, Mizutani T: Diaschisis and acetazolamide reactivity  
 in brainstem infarction. Keio Journal of Medicine   49 (Supplement 1):  
 A135-A137, 2000.  
 
 9. Oishi M, Mochizuki Y, Shikata E, Satoh Y: Effect of cilostazol on cerebral  
 blood flows in chronic stage of cerebral infarction. Keio Journal of Medicine    
 49 (Supplement 1): A145-A147, 2000. 
 
10. Mochizuki Y, Oishi M, Takasu T: Difference in cerebral blood flow and  
 intima-media thickness of carotid artery between multiple cerebral  
 infarction with and without dementia. Journal of Stroke and  
 Cerebrovascular Diseases   9 (2, Supplement 1): 123-124, 2000.  
 
11. Oishi M, Mochizuki Y, Shikata E: Cerebral blood flow and cerebrovascular  
 acetazolamide reactivity in vascular dementia and normal aging. Journal of  
 Stroke and Cerebrovascular Diseases   9 (2, Supplement 1): 257-258,  
 2000. 
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12. Oishi M, Mochizuki Y, Mizutani T: Event-related potentials (P300,  
 mismatch negativity) in diabetes mellitus (ed. Mano Y & Okada M) .  
 Electrophysiology and Kinesiology, pp. 125-129, Monduzzi Editore,  
 Bologna, 2000. 
 
13. Mochizuki Y, Oishi M, Mizutani T: P300 and mismatch negativity in  
 Parkinson's disease (ed. Mano Y & Okada M) . Electrophysiology and  
 Kinesiology, pp. 63-66, Monduzzi Editore, Bologna, 2000. 
 
14. Suzuki Y, Oishi M, Shiota H, Tsuda H, Mizutani T: Current perception  
 threshold in cerebrovascular disease (ed. Mano Y & Okada M) . pp.  
 625-629, Electrophysiology and Kinesiology Monduzzi Editore, Bologna,  
 2000. 
 
15. 塩田宏嗣，志方えりさ，津田浩昌，鈴木 裕，大石 実，水谷智彦：単純 
 ヘルペス脳炎後に広汎な大脳白質病変を認めた一例．Neuro-infection    5 :  
 25-26, 2000. 
 
16. Suzuki Y, Oishi M, Mizutani T, Sato Y: Regional cerebral blood flow  
 measured by the resting and vascular reserve (RVR) method in chronic  
 alcoholics. Alcoholism Clinical and Experimental Reseaarch   26 (8):  
 95S-99S, 2002.  
 
 
 
 （B）公的報告書（班会議） 
 
1. 高須俊明，坂巻周二，大石 実: SMON後遺症例における末梢神経障害 
 の検討. 厚生省特定疾患スモン調査研究班 昭和59年度研究業績， 
 pp. 468-471, 1985. 
 
2. 高須俊明，大石 実，土屋雅彰：筋萎縮性側索硬化症その他の変性疾患に 
 おける毛髪微量金属の測定．厚生省特定疾患神経変性疾患調査研究班1985 
 年度研究報告書，pp. 41-46, 1986. 
 
3. 国分裕司，大石 実，坂巻周二，山岡健治，高須俊明：痙縮を伴う慢性多 
 量飲酒者（アルコール性痙縮）における体性感覚誘発電位の検討．厚生省 
 神経疾患研究ミエロパチー研究班 昭和61年度研究報告書，pp. 52-57,  
 1987. 
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4. 国分裕司，大石 実，澤井真次郎，神津 仁，山岡健治，高須俊明：HAM 
 の1例における体性感覚誘発電位の検討．厚生省神経疾患研究ミエロパチ 
 ー研究班 昭和61年度研究報告書，pp. 58-63, 1987. 
 
5. 高須俊明，小野真一，大石 実：経皮的頭部磁気刺激による筋萎縮性側索 
 硬化症の中枢運動伝導時間の検討．厚生省特定疾患神経変性疾患調査研究 
 班 昭和63年度報告書，pp. 107-112, 1989. 
 
6. 鈴木 裕，水谷智彦，大石 実，亀井 聡，原 元彦，塩田宏嗣，小川克 
 彦：東京都における平成20年度のスモン患者検診．厚生労働科学研究費 
 補助金（難治性疾患克服研究事業）スモンに関する調査研究班 平成20年 
 度総括・分担研究報告書，pp. 46-48, 2009. 
 
7. 鈴木 裕，小川克彦，水谷智彦，大石 実，塩田宏嗣：東京都における 
 平成21年度のスモン患者検診．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患 
 克服研究事業）スモンに関する調査研究班 平成21年度総括・分担研究 
 報告書，pp. 62-63, 2010. 
 
 
 
 （C）医学英語・留学等 
 
 1. 大石 実：医学留学質問箱：各種試験と受験方法［1］米国に留学する場 
 合．Medical English   1 (1): 38-41, 1984. 
 
 2. 大石 実：医学留学質問箱：各種試験と受験方法［2］カナダに留学する 
 場合．Medical English   1 (2): 36-39, 1984. 
 
 3. 大石 実：医学留学質問箱：各種試験と受験方法［3］ オーストラリア 
 に留学する場合．Medical English   1 (3): 38-40, 1984. 
 
 4. 大石 実：医学留学質問箱：各種試験と受験方法［4］ 英国に留学する 
 場合．Medical English   1 (4): 46-48, 1984. 
 
 5. 大石 実：医学留学質問箱：米国留学［1］─ 留学先の選び方．Medical  
 English   1 (5): 40-43, 1984. 
 
 6. 大石 実：医学留学質問箱：米国留学［2］─ ECFMGとFMGEMS． 
 Medical English   1 (6): 42-46, 1984. 
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 7. 大石 実：医学留学質問箱：米国留学［3］─ FLEXと専門医試験．Medical  
 English   1 (7): 38-41, 1984. 
 
 8. 大石 実：医学留学質問箱：米国留学［4］─ 英語と米国生活．Medical  
 English   1 (8): 38-41, 1984. 
 
 9. 大石 実：医学留学質問箱：ドイツ留学．Medical English   1 (9): 64-68, 1984. 
 
10. 大石 実：医学留学質問箱：フランス留学．Medical English   1 (10): 36-39,  
 1984. 
 
11. 大石 実：医学留学質問箱：その他の国への留学と奨学金．Medical English    
 1 (11): 36-39, 1984. 
 
12. 大石 実：医学留学質問箱：渡航手続き．Medical English   1 (12): 44-46,  
 1984. 
 
13. 大石 実, 水谷智彦, 高須俊明：誘発電位の臨床応用．日大クリニック  14 :  
 119-121, 1985. 
 
14. 大石 実：米国で普及するNMR．臨床画像 1 : 131, 1985. 
 
15. 大石 実：論文の書き方：臨床編(1) 図表の作成．Medical English   2 (7):  
 54-61, 1985. 
 
16. 大石 実：論文の書き方：臨床編(2) 原著論文には文法上の決まりがあり 
 ます．Medical English   2 (8): 54-59, 1985. 
 
17. 大石 実：論文の書き方：臨床編(3) 症例報告と記号．Medical English   2 (9):  
 52-55, 1985. 
 
18. 大石 実：論文の書き方：臨床編(4) 投稿の手紙と校正．Medical English   2  
 (10): 50-53, 1985. 
 
19. 大石 実：海外留学ガイダンス：留学方法と留学先．medicina   22 :  
 1506-1509, 1985. 
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150. 大石 実：外国雑誌文献速報．神経治療学 13 : 97, 1996. 
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⑥ 学会報告 
 
 （A） シンポジウム等 
 
1. 大石 実，望月葉子，高須俊明：慢性多量飲酒者の前頭葉萎縮と中枢運動 

伝導時間（シンポジウム：アルコールと中枢・末梢神経系）．第32回日本
アルコール・薬物医学会総会，東京，1997.9 
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 2. 望月葉子，大石 実，田尻伸雄，高須俊明：慢性多量飲酒者におけるP300 
 検査と脳血流検査（シンポジウム：アルコールと中枢・末梢神経系）．第 
 32回日本アルコール・薬物医学会総会，東京，1997.9 
 
 3. 大石 実，望月葉子，志方えりさ，高須俊明：慢性多量飲酒者における脳 
 画像と神経機能検査（シンポジウム：アルコール・薬物と臓器・神経機能）． 
 第34回日本アルコール・薬物医学会総会，札幌，1999.9 
 
 4. 望月葉子，大石 実，高須俊明，水谷智彦：慢性多量飲酒者における R-R  
 間隔，交感神経皮膚反応および末梢神経伝導速度の検討（シンポジウム： 
 アルコール・薬物による健康障害）．第34回日本アルコール・薬物医学会 
 総会，札幌，1999.9 
  
 5. 大石 実，望月葉子，鈴木 裕，石川晴美，津田浩昌，水谷智彦，高須俊 
 明：慢性多量飲酒者における電流知覚閾値と交感神経皮膚反応（メインシ 
 ンポジウム：アルコール・薬物と臓器・神経機能）．第35回日本アルコー 
 ル・薬物医学会総会，横浜，2000.7 
  
 6. 大石 実，望月葉子，鈴木 裕，水谷智彦，高須俊明：アルコール性ニュ 
 ーロパチーでの痛覚過敏と電流感覚閾値（シンポジウム：アルコールと神 
 経系障害ー基礎と臨床ー）．第36回日本アルコール・薬物医学会総会，東 
 京，2001.10 
 
 7. 大石 実：医療は国際化しており，医師国家試験の一部を英語で出題すべ 
 きである（シンポジウム：医師国家試験への英語の導入を考える）．第7 
 回日本医学英語教育学会学術集会，東京，2004.7 
 
 8. 大石 実，長沼朋佳，佐貫榮一，生井明浩：メタボリックシンドロームに 
 おける慢性多量飲酒と頸動脈内膜中膜複合体厚（シンポジウム：アルコー 
 ルと生活習慣病・栄養）．第39回日本アルコール・薬物医学会総会，東京， 
 2004.9 
  
 9. 大石 実，生井明浩，渡辺 登：アルコール長期多飲者におけるP300潜時， 
 WAIS-R，聴覚誘発電位の検討（ポスターシンポジウム：精神医学）．第 
 39回日本アルコール・薬物医学会総会，東京，2004.9 
  
10. 大石 実，宮下有紀子，赤木家康：慢性多量飲酒男性における頸椎X線撮 
 影と磁気共鳴画像（ポスターシンポジウム：臓器障害3）．第39回日本ア 
 ルコール・薬物医学会総会，東京，2004.9 
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11. 大石 実，佐中麻実子，井上いつよ：アルコール長期多飲者での重心動揺 
 検査，末梢神経伝導速度，小脳磁気共鳴画像（ポスターシンポジウム：ア 
 ルコールと脳，神経障害1）．第39回日本アルコール・薬物医学会総会， 
 東京，2004.9 
  
12. 大石 実：アルコール性多発ニューロパチーでの末梢神経伝導速度と平均 
 赤血球容積（ポスターシンポジウム：アルコールと脳，神経障害1）．第 
 39回日本アルコール・薬物医学会総会，東京，2004.9 
  
13. 大石 実，逸見明博，鈴木 裕，水谷智彦：アルコール長期多飲者におけ 
 る前頭葉萎縮とP300検査（ポスターシンポジウム：アルコールと脳，神経 
 障害2）．第39回日本アルコール・薬物医学会総会，東京，2004.9 
  
14. 大石 実：アルコール長期多飲者での大脳白質病変と中枢運動伝導時間（ポ 
 スターシンポジウム：アルコールと脳，神経障害2）．第39回日本アルコ 
 ール・薬物医学会総会，東京，2004.9 
  
15. 大石 実：米国のレジデント研修に日本人医師が参加する方法（シンポジ 
 ウム：米国留学準備教育）．第9回日本医学英語教育学会学術集会，金沢， 
 2006.7 
 
16. Oishi M: Effects of donepezil hydrochloride on P300 and cerebral blood  
 flows in Alzheimer's disease (Symposium Session 1:  Neurology). 14th  
 Biennial Congress of International Pharmaco-EEG Society, Awajishima,  
 2006. 9  
 
17. 大石 実，藤岡和美：外国医学留学の方法（医学留学シンポジウム）．第 
 10回日本医学英語教育学会学術集会，東京，2007.7 
 
18. 大石 実：医学留学に向けてどう準備するか（シンポジウム）．第11回日 
 本医学英語教育学会総会，東京，2008.7 
 
19. 大石 実：看護師の留学方法（シンポジウム：医師・看護師の米国留学）． 
 第12回日本医学英語教育学会総会，福島，2009.7 
 
20. 大石 実：神経疾患におけるP300検査（シンポジウム：薬物脳波学の最近 
 の動向）．第15回日本薬物脳波学会学術集会，東京，2012.6 
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 （B） 特別講演等 
 
1. 大石 実：針筋電図その記録と病的解釈．第27回日本脳波・筋電図学会技 

術講習会，東京，1990.10 
 
2. 大石 実：誘発電位と神経臨床．日本神経学会関東地区生涯教育講演会， 
 東京，1993.1 
 
3. 大石 実：筋電図・神経伝導速度．第36回日本脳波・筋電図学会技術講習 
 会，東京，1999.11 
  
4. 大石 実：英語での医学論文と学会発表（日大医師会学術奨励賞受賞特別 
 講演）．第441回日大医学会例会，東京，2002.5 
 
5. 大石 実：医学辞典の過去・現在・未来（ランチョンセミナー）．第８回 
 日本医学英語教育学会総会，東京，2005.7 
 
6. 大石 実，望月葉子：iPod用とiTunes用のpodcastの作り方（教育講演）． 
 第10回日本医学英語教育学会学術集会，東京，2007.7 
 
7. 大石 実：人名の母国語式発音（会長講演）．第10回日本医学英語教育学 
 会学術集会，東京，2007.7 
 
 
 
 
 （C） 一般演題 
 
1. 岩垣皓之，大石 実，海老原進一郎，後藤文男，渡辺里仁：多発性脳神経 

症状を呈した上咽頭癌と早期胃癌の合併例．第52回日本神経学会関東地方 
会，東京，1975.3 

  
2. 大石 実，高野 慎，宮地清光，市川陽一，本間光夫：多形紅斑，血管神 

経性浮腫および極端な低補体価を特徴とする unusual SLE related 
syndrome (Agnello) の1例．第257回日本内科学会関東地方会，東京，1975.6 

  
3. 大石 実，中島伸二，岩垣皓之，豊田昌成，海老原進一郎，後藤文男：高 

脂血症を伴った慢性神経原性近位性筋萎縮症の2家系．第57回日本神経学
会関東地方会，東京，1976.6 
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 4. Oishi M, Gotoh F, Toyoda M, Seki T, Takeoka T, Takagi S, Niimi T:  
 Modification of cerebrovascular CO2 reactivity by inhibition of  
 dopamine-ß-hydroxylase. 10th International Congress of Angiology,   
 Tokyo, 1976. 9  
 
 5. 大石 実，中原克彦，福内靖男，海老原進一郎，後藤文男：特発性bilateral  

external carotid-cavernous fistulaeの1例．第63回日本神経学会関東地方会，
東京，1977.11 

  
 6. 中澤 肇，大石 実，北川泰久，福内靖男，後藤文男：Hyperthyroidismを 
 伴ったmyotonic dystrophyの1例．第68回日本神経学会関東地方会，東京， 
 1979.3 
  
 7. Yamada T, Machida M, Oishi M, Kimura A, Kimura J: Early far field  
 potentials within 10 msec after stimulation of the median nerve. Central  
 Association of Electroencephalographers and the Southern EEG Society,  
 Captiva Island, Florida, 1984.2 
  
 8. 町田正文，山田 徹，木村彰男，大石 実，木村 淳：非伝導性固定電位 
 （standing potential）の第3者への媒体について．第14回日本脳波・筋電 
 図学会学術大会，北九州市，1984.11 
  
 9. 木村 淳，木村彰男，町田正文，大石 実，山田 徹：Far-field potential 
 発生に及ぼす容積伝導体の影響について．第14回日本脳波・筋電図学会学 
 術大会，北九州市，1984.11 
  
10. 町田正文，山田 徹，木村彰男，大石 実，木村 淳：上肢の非伝導性固 
 定電位（standing potential）について．第14回日本脳波・筋電図学会学術 
 大会，北九州市，1984.11 
 
11. 大石 実，山田 徹，町田正文，木村彰男，木村 淳：有痛電気刺激によ 
 るP200のvibrationによる抑制．第14回日本脳波・筋電図学会学術大会，北 
 九州市，1984.11 
  
12. 坂巻周二，大石 実，神津 仁，高須俊明：慢性多量飲酒の脊髄，末梢神 
 経への影響：臨床的，電気生理学的検討．第26回日本神経学会総会，島根， 
 1985.5 
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13. 山岡健治，西 葉子，土屋雅彰，大石 実，高須俊明：歩行障害，痴呆， 
 Sjögren症候群，錐体路徴候，抗ENA抗体高値を呈した1例．第93回日本神 
 経学会関東地方会，東京，1985.6 
  
14. 大石 実，山田 徹，Dickins QS，木村 淳：多発性硬化症患者での異な 
 るcheck sizeによる視覚誘発電位．第15回日本脳波・筋電図学会学術大会， 
 福島市，1985.10 
  
15. 小野真一，田村英二，大石 実，高須俊明，木戸悟郎：慢性緩徐進行性構 
 音障害を主症状とした後頭蓋窩血管奇形の1例．第95回日本神経学会関東 
 地方会，東京，1985.12 
  
16. 坂巻周二，大石 実，高須俊明：F波持続時間の高度延長例の臨床的，電 
 気生理学的検討．第16回日本脳波・筋電図学会学術大会，筑波，1986.10 
  
17. 国分裕司，坂巻周二，大石 実，高須俊明：痙縮を伴う慢性多量飲酒者に 
 おけるSEPの検討．第16回日本脳波・筋電図学会学術大会，筑波，1986.10 
  
18. 西 葉子，神津 仁，千田光一，大石 実，水谷智彦，高須俊明：急性散 
 在性脳脊髄炎11例の臨床的検討．第333回日大医学会例会，東京，1987.5 
  
19. 山岡健治，大石 実，坂巻周二，国分裕司，高須俊明：慢性多量飲酒者に 
 おけるP300の検討．第17回日本脳波・筋電図学会学術大会，京都，1987.11 
  
20. 原 元彦，田村正人，大石 実，水谷智彦，花輪 滋：掌蹠膿疱症に合併 
 してみられた多発単ニューロパチーの1例．第104回日本神経学会関東地方 
 会，東京，1988.3 
 
21. 山岡健治，国分裕司，坂巻周二，大石 実，高須俊明：慢性多量飲酒者に 
 おけるP300潜時と大脳溝；特に依存症や痴呆のない症例での異常．第29 
 回日本神経学会総会，東京，1988.5 
 
22. 大石 実，高須俊明：小脳変性症における毛髪微量金属．第29回日本神経 
 学会総会，東京，1988.5 
  
23. 志方えりさ，多田宜正，田村英二，大石 実，高須俊明：PIE症候群に対 
 するプレドニン治療中に発症し，皮膚にATL様細胞浸潤を伴ったHAMの1 
 例．第106回日本神経学会関東地方会，東京，1988.9 
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24. 小野真一，大石 実，山岡健治，高須俊明：筋萎縮性側索硬化症患者にお 
 ける経皮的頭部磁気刺激による中枢伝導時間の検討．第18回日本脳波・筋 
 電図学会学術大会，青森市，1988.11 
  
25. 水谷智彦，大石 実，高須俊明，松野吉晃，宮川正秀，宮上光祐：結核性 
 髄膜炎の経過中，血管炎による多発脳梗塞を呈した1例．第14回日本脳卒 
 中学会総会，東京，1989.3 
  
26. 大石 実，高須俊明：運動ニューロン疾患における毛髪微量元素 ─ 筋萎 
 縮性側索硬化症でのマンガンおよびクロムの高値．第30回日本神経学会総 
 会，水戸，1989.5 
  
27. Oishi M, Takasu T: Hair trace elements in cerebellar degeneration and  
 motor neuron disease. 2nd International Society for Trace Element  
 Research in Humans, Tokyo, 1989.8 
  
28. 多田宜正，国分裕司，土屋雅彰，大石 実，高須俊明：小腸切除後にミオ 
 パシー，骨軟化症を呈し，ビタミンD，カルシウムの投与が有効であった1 
 症例．第110回日本神経学会関東地方会，東京，1989.10 
  
29. 小野真一，大石 実，高須俊明：慢性多量飲酒者の中枢運動伝導時間．第 
 19回日本脳波・筋電図学会学術大会，岡山，1989.11 
  
30. 大石 実，小野真一，高須俊明：末梢神経磁気刺激：H反射を用いて検討 
 した磁気刺激と電気刺激の差．第31回日本神経学会総会，横浜，1990.5 
  
31. 大石 実，高須俊明：末梢神経磁気刺激：大型と小型円盤型コイルの刺激 
 部位の差．第20回日本脳波・筋電図学会学術大会，岡山，1990.10 
  
32. 大石 実，高須俊明：顔面神経近位部の経頭蓋磁気刺激．第32回日本神経 
 学会総会，東京，1991.5 
  
33. Oishi M, Takasu T: Large and small coils in facial nerve magnetic  
 stimulation. 8th Asian Oceanian Congress of Neurology, Tokyo, 1991.9 
 
34. 森 直幹，豊原博人，大石 実，内山隆久，澤田滋正，高須俊明：最近経 
 験した無菌性髄膜炎5例の検討．第366回日大医学会例会，東京，1991.9 
  
35. 小野真一，大石 実，高須俊明：慢性多量飲酒者の中枢運動伝導時間．第 
 21回日本脳波・筋電図学会学術大会，松本市，1991.11 
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36. 大石 実，高須俊明：顔面神経近位部の小型と大型コイルでの磁気刺激． 
 第21回日本脳波・筋電図学会学術大会，松本市，1991.11 
  
37. 森 直幹，豊原博人，大石 実，内山隆久，澤田滋正，高須俊明：内分泌 
 異常を伴った球脊髄性筋萎縮症の一例．第370回日大医学会例会，東京， 
 1992.3 
  
38. 大石 実，森 直幹，高須俊明：全脂質構成脂酸分画，アミノ酸分析で異 
 常がみられたNasu-Hakola病の1例．第122回日本神経学会関東地方会，東 
 京，1992.4 
  
39. 大石 実，高須俊明：Bell麻痺患者での顔面神経磁気刺激．第33回日本神 
 経学会総会，鹿児島，1992.5 
  
40. Ono S, Oishi M , Takasu T: Central motor conduction time in chronic  
 alcoholics. 9th International Congress of Electromyography and Clinical  
 Neurophysiology, Jerusalem, 1992.6 
 
41. 大石 実，森 直幹，高須俊明：磁気刺激検査などを施行したNasu-Hakola 
 病の1例．第22回日本脳波・筋電図学会学術大会，東京，1992.10 
  
42. 望月葉子，吉橋廣一，大石 実，野沢健一，内山隆久：vasospastic angina 
 を伴ったCrow-Fukase症候群の1例．第123回日本神経学会関東地方会，東 
 京，1992.12 
  
43. 塩田宏嗣，本岡美和子，望月葉子，大石 実，高須俊明：UFT（テガフー 
 ル・ウラシル）脳症の1例．第124回日本神経学会関東地方会，東京，1993.3 
  
44. 大石 実，高須俊明：筋萎縮性側索硬化症，脊髄小脳変性症，パーキンソ 
 ン病における毛髪微量元素．第2回日本臨床環境医学会総会，東京，1993.4 
  
45. 杜 長梅，吉橋廣一，望月葉子，大石 実，高須俊明：パーキンソン症候 
 群におけるL-dopa投与前後でのP300とCNVの検討．第11回日本神経治療 
 学会総会，奈良，1993.5 
  
46. 大石 実，本岡美和子，吉橋廣一，望月葉子，高須俊明：片頭痛における 
 血小板第4因子および血液遠沈法の違いによるその誤差．第34回日本神経 
 学会総会，千葉，1993.6 
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47. 望月葉子，杜 長梅，吉橋廣一，大石 実，高須俊明：パーキンソン症候 
 群における痴呆とP300，α1アンチキモトリプシン，脳血流などの検討． 
 第34回日本神経学会総会，千葉，1993.6 
  
48. 望月葉子，本岡美和子，大石 実，水谷智彦：興味ある筋萎縮の分布を呈 
 したネマリンミオパチーの1例．第125回日本神経学会関東地方会，東京， 
 1993.6 
  
49. Takasu T, Oishi M, Chida K, Sakamaki S, Tamura M, Kokubun Y,  
 Yamaoka K, Ono S: Alcohol-related neurological diseases hospital-based  
 study with population-based speculation. 15th World Congress of  
 Neurology, Vancouver, 1993.9 
  
50. 原 元彦，望月葉子，大石 実，西山千秋，澤田滋正：ミエロパチー，視 
 神経障害の再発を呈し，掌蹠膿疱症を伴い，抗カルジオリピン抗体が陽性 
 であった1例．第126回日本神経学会関東地方会，東京，1993.9 
  
51. 山形敏之，望月文朗，冨岡一幸，小張淑男，塩田宏嗣，望月葉子，大石 実： 
 乳癌術後肝転移の治療中に発症したUFT脳症の1例．第55回日本臨床外科 
 医学会総会，東京，1993.11 
  
52. 望月葉子，大石 実，原 元彦，高須俊明：パーキンソン病での中枢運動 
 伝導時間の検討．第23回日本脳波・筋電図学会学術大会，鹿児島，1993.11 
  
53. 大石 実，望月葉子，杜 長梅，本岡美和子，高須俊明：パーキンソン症 
 候群での運動関連脳電位と随伴陰性変動の検討．第23回日本脳波・筋電図 
 学会学術大会，鹿児島，1993.11 
  
54. 原 元彦，望月葉子，塩澤友規，久保光正，大石 実：MRI，Xe-CTで経 
 過をみた急性散在性脳脊髄炎（ADEM）の1例．第127回日本神経学会関東 
 地方会，東京，1993.12 
  
55. 新保 暁，原 元彦，望月葉子，大石 実，高須俊明：脳梗塞の再発を呈 
 し，Xe-CTで経時的に脳血流低下がみられた抗リン脂質抗体症候群の1例． 
 第128回日本神経学会関東地方会，東京，1994.3 
  
56. 大石 実，望月葉子，原 元彦，杜 長梅，高須俊明：パーキンソン病に 
 おけるキセノンCT脳血流検査とP300の検討．第35回日本神経学会総会， 
 福岡，1994.5 
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57. 望月葉子，大石 実，原 元彦，高須俊明：オリーブ橋小脳萎縮症および 
 パーキンソン病での中枢運動伝導時間の検討．第35回日本神経学会総会， 
 福岡，1994.5 
 
58. 望月葉子，大石 実，杜 長梅，原 元彦，高須俊明：パーキンソン症候 
 群およびオリーブ橋小脳萎縮症におけるL-dopa,TRH点滴前後でのP300の 
 検討．第12回日本神経治療学会総会，京都，1994.6 
  
59. 原 元彦，深谷仲秀，望月葉子，田村正人，千田光一，大石 実，水谷智 
 彦，高須俊明，大畑正昭：血清抗アセチルコリン受容体抗体陰性の重症筋 
 無力症4例の治療成績．第12回日本神経治療学会総会，京都，1994.6 
  
60. 大石 実，望月葉子，原 元彦，瓜生寛子，高須俊明：リンパ球除去が有 
 効であったHTLV-I associated myelopathyの1例．第129回日本神経学会関 
 東地方会，東京，1994.6 
  
61. Oishi M, Mochizuki Y, Hara M, Motooka M, Takasu T: Site of stimulation of  
 round coil and 8-shaped coil in magnetic stimulation of peripheral nerve.  
 8th International Congress on Neuromuscular Diseases, Kyoto, 1994.7 
  
62. Hara M, Fukaya N, Tamura M, Mochizuki Y, Oishi M, Mizutani T, Takasu T,  
 Namiki Y, Omori K, Ohata M: Evaluation of treatment for myasthenia  
 gravis: the effects of pre-thymectomy corticosteroid therapy. 8th  
 International Congress on Neuromuscular Diseases, Kyoto, 1994.7 
  
63. 望月葉子，原 元彦，大石 実，高須俊明：TRH点滴静注により中枢運動 
 伝導時間，P300潜時が改善したオリーブ橋小脳萎縮症の1例．第130回日 
 本神経学会関東地方会，東京，1994.9 
  
64. 大石 実，望月葉子，原 元彦，高須俊明：脳梗塞でのアセタゾラミド静 
 注前後のキセノンCTとP300．第24回日本脳波・筋電図学会学術大会，仙 
 台，1994.10 
  
65. 望月葉子，大石 実，原 元彦，高須俊明：頭部・頚部磁気刺激による筋 
 電位潜時のばらつき．第24回日本脳波・筋電図学会学術大会，仙台，1994.10 
  
66. 中野栄二，河野均也，大石 実，竹島秀美，岩田美智子，池田恭二，小野 
 敏広：髄液アセチルコリンエステラーゼの測定とその臨床的意義；第1報  
 測定法の基礎的検討．第41回日本臨床病理学会総会，盛岡，1994.10 
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67. 原 元彦，吉橋廣一，望月葉子，大石 実，高須俊明：髄膜炎，大腸炎， 
 食道炎を合併した水痘の1例．第131回日本神経学会関東地方会，東京， 
 1994.12 
  
68. 大石 実，望月葉子，原 元彦，高須俊明：脳室周囲低吸収域を呈する患 
 者でのアセタゾラミド静注前後の脳血流と中枢運動伝導時間．第20回日本 
 脳卒中学会総会，横浜，1995.3 
  
69. 望月葉子，大石 実，原 元彦，吉橋廣一，高須俊明：ラクナ型脳梗塞で 
 の凝血学的分子マーカーとキセノンCT脳血流検査．第20回日本脳卒中学 
 会総会，横浜，1995.3 
  
70. 吉橋廣一，原 元彦，望月葉子，大石 実，高須俊明：慢性進行性外眼筋 
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 岡 彰：FMDとPWV間，FMDとIMT間の逆相関．第82回日本超音波医学 
 会学術集会，東京，2009.5 
 
300. 畑岡つかさ，平良直人，市原和明，竹下 淳，堀 祐輔，平山貢基， 
 大石 実，水谷智彦：抗NMDA受容体脳炎の34歳女性例．第492回日大医 
 学会例会，東京，2009.9 
 
301. 小川克彦，大石 実，神部尚之，前島貞裕，水谷智彦：Streptococcus milleri 
 感染による髄膜炎・硬膜下膿瘍の１例．第14回日本神経感染症学会総会， 
 宇都宮市，2009.10 
 
302. Suzuki Y, Ogawa K, Shiota H, Oishi M, Mizutani T: Current perception  
 threshold in subacute myelo-optico-neuropathy. 19th World Congress of  
 Neurology, Bangkok, 2009.10 
 
303. 藤岡和美，大石 実，亀井 聡，矢野希世志，藤井元彰，竹本明子，高橋 
 元一郎，藤岡 彰：FMDとbrachial artery diameter (BAD)間，NMDとBAD 
 間にみられた逆相関．第21回日本超音波医学会関東甲信越地方会，東京， 
 2009.11 
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304. 藤岡和美，大石 実，矢野希世志，竹本明子，高橋元一郎，藤岡 彰： 
 Brachial Artery Diameter (BAD)とHigh-Density Lipoprotein Cholesterol  
 (HDL-C)間の逆相関，BADとTotal Cholesterol/HDL-C ratio間の正相関． 
 第29回日本画像医学会，東京，2010.2 
 
305. 原 誠，石原正樹，森田昭彦，大石 実，水谷智彦：IgG-MGUS関連 
 ニューロパチーの59歳男性例．第192回日本神経学会関東地方会，東京， 
 2010.3 
 
306. 小川克彦，鈴木 裕，大石 実，水谷智彦：中脳に限局して梗塞がみられ 
 た19例の検討．第35回日本脳卒中学会総会，盛岡，2010.4 
 
307. 鈴木 裕，小川克彦，菅野 陽，下田恵慈，大石 実，亀井 聡：慢性 
 アルコール多飲者に発症したチアミン欠乏性疾患の脳血流量．第46回日本 
 アルコール・薬物医学会，名古屋，2010.10 
 
308. 鈴木 裕，菅野 陽，竹下 淳，塩田宏嗣，小川克彦，大石 実，亀井 聡： 
 vbSEEを用いた慢性アルコール多飲者の局所脳血流量の検討．第45回日本 
 アルコール・薬物医学会，北九州市，2010.10 
 
309. 藤岡和美，大石 実，鈴木 裕，矢野希世志，藤井元彰，竹本明子，高橋 
 元一郎，阿部 修，藤岡 彰：Post-nitroglycerin brachial artery diameter  
 (P-NTGD)とHDL-Cholesterol (HDL-C)間の逆相関． 第23回日本超音波医学 
 会関東甲信越地方会，東京，2010.10 
 
310. 藤岡和美，大石 実，鈴木 裕，矢野希世志，藤井元彰，竹本明子，高橋 
 元一郎，藤岡 彰：NMDとTotal Cholesterol, Triglyceride, LDL-Cholesterol 
 との間の逆相関．第22回日本超音波医学会関東甲信越地方会，東京， 
 2010.10 
 
311. 平良直人，市原和明，竹下 淳，大石 實，亀井 聡：結核性髄膜炎（TBM） 
 の悪化に対し，ステロイドパルス療法とイソニアジド（INH）髄腔内投与 
 が奏効した27歳男性例．第15回日本神経感染症学会総会，福島，2010.10 
 
312. 鈴木 裕，塩田宏嗣，菅野 陽，竹下 淳，小川克彦，大石 実，亀井 聡： 
 慢性アルコール多飲者における海馬傍回の萎縮と辺縁系の血流量の検討． 
 第40回日本臨床神経生理学会学術大会，神戸，2010.11 
 
313. 大石 実，亀井 聡：パーキンソン病と血管性パーキンソニズムにおける 
 P300と脳血流検査．第40回日本臨床神経生理学会学術大会，神戸，2010.11 
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314. 藤岡和美，大石 実，鈴木 裕，矢野希世志，藤井元彰，竹本明子，高橋 
 元一郎，阿部 修，藤岡 彰：Brachial Artery Diameter (BAD)とglycosylated  
 hemoglobin (HbA1c)間の正相関，nitroglycerin-mediated vasodilation  
 (NMD)とHbA1c間の逆相関．第30回日本画像医学会，東京，2011.2 
 
315. 大石 実，亀井 聡：糖尿病，長期多量飲酒者におけるP300潜時の遅延． 
 第52回日本神経学会総会，名古屋，2011.5 
 
316. 市原和明，森田昭彦，南 正之，大石 実，亀井 聡：胃切除25年後に 
 Wernicke脳症を発症した72歳男性例．第198回日本神経学会関東・甲信越 
 地方会，東京，2011.9 
 
317. 鈴木 裕，下田恵慈，菅野 陽，小川克彦，大石 実，亀井 聡，黒沼圭 
 一郎：Thiamine投与により脳血流低下の改善がみとめられたビタミン欠乏 
 性ニューロパチーの１例．第29回日本神経治療学会総会，福井市，2011.11 
 
318. 藤岡和美，大石 実，鈴木 裕，矢野希世志，藤井元彰，竹本明子，高橋 
 元一郎，阿部 修，藤岡 彰：Brachial Artery Diameter (BAD)とBMI間の 
 正相関，nitroglycerin-mediated vasodilation (NMD)とBMI間の逆相関． 
 第439回日本放射線学会関東地方会，東京，2011.6 
 
319. 藤岡和美，大石 実，矢野希世志，阿部 修，藤岡 彰：頸動脈内膜中膜 
 複合体厚（intima-media thickness’ IMT）と血清尿酸値間の正相関． 
 第85回日本超音波医学会学術集会，東京，2012.2 
 
320. 小川克彦，鈴木 裕，大石 実，亀井 聡：両側性後頭葉梗塞２例の検討． 
 第37回日本脳卒中学会総会，福岡，2012.4 
 
321. 寺本紘子，森田昭彦，南 正之，市原和明，平良直人，竹下 淳，塩田 
 宏嗣，大石 實，石川 弘，亀井 聡：WEBINO症候群の臨床的検討． 
 第53回日本神経学会総会，東京，2012.5 
 
322. 小川克彦，管野 陽，鈴木 裕，大石 実，亀井 聡：後下小脳動脈内側 
 枝領域梗塞の検討．第53回日本神経学会総会，東京，2012.5 
 
323. 大石 実，亀井 聡：認知症におけるmini-mental state検査，P300検査， 
 局所脳血流量の相関．第53回日本神経学会総会，東京，2012.5 
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 （D） 研究会等 
 
 1. 高須俊明，坂巻周二，大石 実：SMON後遺症例における末梢神経障害の 

検討．昭和59年度厚生省特定疾患スモン調査研究班班会議，東京，1985.2 
 
 2. 高須俊明，大石 実，土屋雅彰：筋萎縮性側索硬化症その他の変性疾患に 
 おける毛髪微量金属測定．昭和60年度厚生省特定疾患神経変性疾患調査研 
 究班 研究報告会，東京，1986.2 
 
 3. 国分裕司，大石 実，高須俊明，山岡健治，坂巻周二：痙縮を伴う慢性多 

量飲酒者（アルコール性痙縮）における体性感覚誘発電位の検討．昭和61
年度厚生省神経疾患研究ミエロパチー研究班班会議，東京，1987.1 
 

 4. 国分裕司，大石 実，澤井真次郎，神津 仁，山岡健治，高須俊明：HAM 
 の1例における体性感覚誘発電位の検討．昭和61年度厚生省神経疾患研究 
 ミエロパチー研究班班会議，東京，1987.1 
  
 5. 大石 実，高須俊明，舘野 誠：神経疾患と微量元素，ことに毛髪中微量 
 元素と病態（シンポジウム：精神・神経疾患と微量元素）．第7回微量元 
 素研究会シンポジウム，東京，1988.3 
 
 6. 小野真一，大石 実，高須俊明：経頭皮磁気刺激による筋萎縮性側索硬化 
 症の中枢伝導時間の検討．昭和63年度厚生省特定疾患神経変性疾患調査研 
 究班班会議，東京，1989.2 
  
 7. 鈴木 裕，多田宜正，深谷仲秀，志方えりさ，坂巻周二，大石 実，高須 
 俊明：甲状腺機能低下症に伴う痴呆と歩行障害に甲状腺製剤が著効した1 
 例．第7回神経内科治療研究会，東京，1989.6 
 
 8. 大石 実：米国における外国医師の受け入れについて．厚生省外国医（歯） 
 学校卒業者等受験制度検討委員会， 東京，1990.6 
 
 9. 大石 実：フランスにおける外国医師の受け入れについて．厚生省外国医 
 （歯）学校卒業者等受験制度検討委員会， 東京，1990.6 
 
10. 多田宜正，土屋雅彰，国分裕司，大石 実，水谷智彦，高須俊明：小腸切 
 除術後にミオパシー，骨軟化症を呈し，ビタミンD，E，カルシウムの長期 
 投与が有効であった1症例．第9回神経内科治療研究会，東京，1991.6 
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11. 森 直幹，豊原博人，大石 実：ネフローゼ症候群におけるアデカット， 
 カルスロットの使用経験．第2回城北地区高血圧症症例検討会，東京， 
 1991.9 
 
12. 大石 実：脳梗塞再発を来たした抗リン脂質抗体症候群にカタクロットを 
 投与した1例．カタクロット研究会中間検討会，東京，1994.1 
 
13. 佐貫栄一，大石 実，吉田憲司，中村三郎：脳血管性精神症状改善剤（塩 
 酸ビフェメラン：セレポート）投与脳梗塞症例の31P-MRS．第17回日本脳 
 神経CI研究会，東京，1994.1 
 
14. 大石 実，望月葉子，原 元彦，瓜生寛子：脳梗塞再発を来たした抗リン 
 脂質抗体症候群にカタクロットを投与した1例．第1回脳障害研究会，東京， 
 1994.5 
 
15. 大石 実，望月葉子，原 元彦：両側視床と橋に梗塞を起こした血小板増 
 加症の一例．第18回日本脳神経CI研究会，松山市，1995.1 
 
16. 望月葉子，大石 実，原 元彦：ラクナ型脳梗塞でのキセノンCT脳血流検 
 査．第18回日本脳神経CI研究会，松山市，1995.1 
 
17. 大石 実，望月葉子，鈴木 裕，吉橋廣一：ラクナ型脳梗塞における注射 
 用カタクロット®投与前後での脳血流の検討．第2回脳障害研究会，東京， 
 1995.5 
 
18. 大石 実，望月葉子，高須俊明，晁 恩祥，中村三郎：痴呆に対する漢方 
 薬の効果．第4回日本大学東洋医学研究会，東京，1995.10 
 
19. 望月葉子，大石 実，西山千秋，飯田利博，高須俊明：Ofloxacinが有効で 
 あった活動性の癩の１例．第1回日本神経感染症研究会，東京，1996.2 
 
20. 瓜生寛子，望月葉子，大石 実：脳梗塞におけるキセノンCT脳血流検査と 
 アセタゾラミド反応性．第3回脳障害研究会，東京，1996.11 
 
21. 望月葉子，相羽直人，松蔭 崇，瓜生寛子，大石 実，高須俊明：マイコ 
 プラズマ肺炎後に発症したGuillain-Barré 症候群の1例．第2回日本神経感 
 染症研究会，東京，1997.2 
 
22. 望月葉子，早川佳夫，松崎正一，大石 実：糖尿病患者でのP300検査．第 
 27回埼玉糖尿病研究会，埼玉，1997.7 
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23. 望月葉子，大石 実，高須俊明：慢性多量飲酒者におけるP300潜時と局所 
 脳血流量の検討．第19回事象関連電位（ERP）研究会，東京，1998.1 
 
24. 望月葉子，大石 実，高須俊明：日大練馬光が丘病院における髄膜炎・脳 
 炎の検討．第3回日本神経感染症研究会，東京，1998.2 
 
25. 大石 実，望月葉子，志方えりさ：無症候性脳梗塞における頚動脈エコー， 
 キセノンCT，血小板機能．第4回脳障害研究会，東京，1998.2 
 
26. 望月葉子，大石 実，志方えりさ：びまん性大脳白質病変と中枢運動伝導 
 時間・脳血流検査．第4回脳障害研究会，東京，1998.2 
 
27. 大石 実：日本人医師が米国留学するために必要な英語力と日本の英語教 
 育（パネルディスカッション：日本の医学英語の諸問題）．第1回日本医 
 学英語教育研究会，浜松，1998.7 
  
28. 大石 実，望月葉子：ECFMG Certificationの近況と米国医学留学．第1回 
 日本医学英語教育研究会，浜松，1998.7 
 
29. 望月葉子，大石 実：キセノンCT脳血流検査．第5回脳障害研究会，東京， 
 1998.11 
 
30. 望月葉子，大石 実，高須俊明：オリーブ橋小脳萎縮症におけるP300，中 
 枢運動伝導時間の検討．第20回事象関連電位（ERP）研究会，東京，1999.1 
 
31. 望月葉子，大石 実，田尻伸雄：原因不明脳炎症例での脳血流検査経過． 
 第4回日本神経感染症研究会，仙台，1999.7 
 
32. 望月葉子，田尻伸雄，大石 実：脳血流検査で経過を観察した脳炎の1例． 
 第6回脳障害研究会，東京，1999.9 
 
33. 望月葉子，水谷智彦，鈴木高祐，逸見明博，大石 実：脊髄小脳路，後索 
 変性を伴う孤発性運動ニューロン疾患の1剖検例．第65回関東神経病理懇 
 話会，東京，2000.3 
 
34. 津田浩昌，清水哲男，古賀祥一，塩田宏嗣，鈴木 裕，大石 実，水谷智 
 彦：前立腺癌の転移により発症した上眼窩裂症候群の一例．第7回練馬医 
 学会，東京，2000.6 
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35. 大石 実，望月葉子：USMLEの受験対策についてー医学教官からのアド 
 バイスー（シンポジウム：USMLEのシステム変更とCSAについて）．第3 
 回日本医学英語教育研究会学術集会，東京，2000.7 
 
36. 塩田宏嗣，志方えりさ，津田浩昌，鈴木 裕，大石 実，水谷智彦：単純 
 ヘルペス脳炎後に広汎な大脳白質病変を認めた一例．第5回日本神経感染 
 症研究会第4回日本神経ウイルス研究会合同学術集会，名古屋，2000.7 
 
37. 小川克彦，長沼朋佳，鈴木 裕，大石 実：一過性の左後頭部痛・眩暈症 
 を呈し，抗凝固療法施行中にクモ膜下出血を続発した椎骨動脈解離性動脈 
 瘤の66歳男性例．第7回脳障害研究会，東京，2000.11 
 
38. 鈴木 裕，大石 実，水谷智彦：慢性アルコール多飲者と糖尿病患者にお 
 ける電流感覚閾値．第22回アルコール医学生物学研究会学術集会，旭川， 
 2002.6 
 
39. 森田昭彦，小川克彦，大石 実，亀井 聡，水谷智彦，細川直登，熊坂一 
 成：ペニシリン耐性肺炎球菌性髄膜炎の1例；抗生剤選択についての一考 
 察．第7回日本神経感染症研究会学術集会，東京，2002.10 
 
40. 鈴木里沙，田野絢子，大石 実：両上肢のしびれ，構音障害などを呈し， 
 診断に苦慮した１例．第6回スフィンクス神経フォーラム，東京，2005.9 
 
41. 大石 実：脳卒中治療ガイドラインについて（教育講演）．脳障害研究会， 
 東京，2005.6 
 
42. 大石 実：脳梗塞の治療について（教育講演）．脳障害研究会，東京，2006.6 
 
43. 大石 実：頭痛の鑑別診断について（特別講演）．脳脊髄障害研究会，東 
 京，2007.11 
 
44. 藤岡和美，大石 実：両上肢のしびれ，構音障害などで，日大光が丘病院 
 に紹介された症例．第９回Brain Attack Hypertension Conference，東京， 
 2008.10 
 
45. 藤岡和美，矢野希世志，大石 実：もの忘れとVSRAD（教育講演）．脳 
 脊髄障害研究会，東京，2008.11 
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46. 鈴木 裕，水谷智彦，大石 実，亀井 聡，原 元彦，塩田宏嗣，小川克 
 彦：東京都における平成20年度のスモン患者検診．平成21年度厚生労働省 
 科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）スモンに関する調査研究班 
 研究報告会，東京，2009.2 
 
47. 小川克彦，原 元彦，大石 実，水谷智彦：反復性の視覚消失発作で発症 
 したてんかんと考えられる30歳男性例．城北てんかん研究会，東京，2009.3 
 
48. 大石 実：MIBGシンチで心筋取込高度低下を呈した筋萎縮性側索硬化症 
 の１例とその機序の考察．城西城北PDフォーラム，東京，2009.7 
 
49. 小川克彦，鈴木 裕，水谷智彦，大石 実，塩田宏嗣：東京都における 
 平成21年度のスモン患者検診．平成21年度厚生労働省科学研究費補助金 
 （難治性疾患克服研究事業）スモンに関する調査研究班研究報告会，東京， 
 2010.1 
 
50. 藤岡和美，大石 実，亀井 聡，鈴木 裕，矢野希世志，藤井元彰，竹本 
 明子，高橋元一郎，藤岡 彰：片頭痛患者での血管拡張反応—内皮依存性 
 血管拡張反応および内皮非依存性血管拡張反応—．第24回城北機能神経 
 疾患研究会，東京，2010.3 
 
51. 大石 実：めまいの診断と治療 ‘内科の立場から．第1回日本大学医学生涯 
 教育セミナー，東京，2010.5 
 
52. 大石 実：脳梗塞の診断と治療．第40回日大医師会・日大医学部同窓会 
 夏季医学講座，東京，2010.7 
 
53. 大石 実：てんかんの臨床と薬物療法．平成23年度日本大学薬学生涯教育 
 講座，東京，2011.10 
 
54. 大石 実：身体疾患における抗てんかん薬管理．第3回JEPICC（日本てん 
 かん医療研究会）ワークショップ，京都， 2012.1 
 
55. 大石 実：失神発作に対する治療と管理 神経内科の立場から．第7回 
 城東心臓病懇話会，東京， 2012.2 
 
56. 森田昭彦，南 正之，塩田宏嗣，大石 實，亀井 聡：パーキンソン病に 
 おける認知障害—脳波周波数解析を用いた検討—．第26回城北機能神経疾 
 患研究会，東京， 2012.3 
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⑦ 指導学位論文 
 
1. 坂巻周二：慢性多量飲酒者にみられる神経障害の臨床的，電気生理学的研 
 究ー特に多発ニューロパシー，痙性のF波による検討ー．日大医学雑誌 44:  
 809-820, 1985. 
 
2. 国分裕司：痙縮を伴う慢性多量飲酒者における体性感覚誘発電位の検討ー 
 特に下肢刺激による中枢神経機能の評価ー．日大医学雑誌 46: 175-187,  
 1987. 
3. 山岡健治：慢性多量飲酒者における純音刺激による事象関連電位の研究ー 

特に痴呆や依存症のない症例におけるP300潜時の延長についてー．日大医 
学雑誌 47: 299-311, 1988. 

 
 

⑧ 講演・放送 
 
1. 大石 実：視覚誘発電位，聴覚誘発電位，体性感覚誘発電位．中日友好病 
 院誘発電位講習会，北京，1985.11 
 
2. 大石 実：脳血管障害．第16回日本大学医師会・日本大学医学部同窓会共 
 催夏季医学講座，東京，1986.7 
 
3. 大石 実：聴覚誘発電位，体性感覚誘発電位．河北医学院誘発電位講習会， 

石家荘，1987.10 
 
4. 大石 実：臨床医学総論・各論，神経内科．東洋療法研修試験財団厚生大 
 臣指定講習会，東京，1991.2 
 
5. 大石 実：神経疾患（難病）のメカニズムと看護のポイント．杉並区訪問 
 保健指導員研修プログラム，東京，1992.1 
 
6. 大石 実：脳血管障害とMRI．第5回練馬区臨床医懇話会，東京，1992.9 
 
7. 大石 実：脳卒中と痴呆症．第4回練馬区公民館主催成人学校「医療の現 
 状と私たちの健康」，東京，1995.10 
 
8. 大石 実：症候性てんかんの診断と臨床．第2回New Horizon for  
 Neurosciences，東京，1995.11 
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 9. 大石 実：パーキンソン病について．練馬区石神井保健所難病医療講演会， 
 東京，1996.3 
 
10. 大石 実：重症筋無力症．ラジオたんぱ薬剤師生涯研修講座，東京，1996.8 
 
11. 大石 実：脳循環・代謝改善薬の使い方．足立区医師会学術講演会，東京， 
 1996.11 
 
12. 大石 実：パーキンソン病と上手につきあうために．第13回練馬パーキン 
 ソン病友の会医療講演会，東京，1999.5 
 
13. 大石 実：神経内科疾患について．全国病院理学療法協会東京支部会研修 
 会，東京，2000.7 
 
14. 大石 実：脳梗塞について．日本大学医学部・練馬区教育委員会共催 公開 
 講座「医療の現状と私たちの健康」，東京，2000.9 
 
15. 大石 実：抗てんかん薬の作用と副作用．日本てんかん協会東京都支部講 
 座，東京，2000.11 
  
16. 大石 実：てんかんの診断と治療．第47回兵庫県神経疾患懇話会，神戸， 
 2003.11 
 
17. 大石 実（出演者の１人）：発掘！ あるある大事典．フジテレビ，2003.10 
 
18. 大石 実（出演者の１人）：はなまるマーケット．TBSテレビ，2003.12 
 
19. 大石 実（出演者の１人）：探検！ ホムンクルス・脳と体のミステリー． 
 TBSテレビ，2004.1 
 
20. 大石 実：脳梗塞について．日本大学医学部・練馬区教育委員会共催公開 
 講座「老齢期を快適に送るために」，東京，2004.9 
 
21. 大石 実（出演者の１人）：ベッド数が19以下だと診療所，20以上だと病 
 院．フジテレビ トリビアの泉，2005.2 
 
22. 大石 実，山内俊一：薬剤誘発性の頭痛．ラジオNIKKEI「ドクター・サロ 
 ン」，2006.6 
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23. 大石 実：てんかんの原因．日本てんかん協会東京都支部2006年度てんか 
 ん講座， 東京，2006.7 
 
24. 大石 実：開業医のための頸動脈エコー検査．臨床血管障害フォーラム 頸 
 動脈エコーの実践とエビデンス，東京，2006.12 
 
25. 大石 実（出演者の１人）：こたえてちょーだい！見逃すな！脳梗塞・脳 
 出血の危険信号．フジテレビ， 2007.1 
 
26. 大石 実：脳卒中の診療．成蹊医会総会，東京，2007.2 
 
27. 大石 実（出演者の１人）：こたえてちょーだい！もの忘れハプニング！ 
 フジテレビ，2007.2 
 
28. 大石 実（出演者の１人）：こたえてちょーだい！見逃すな！脳梗塞・脳 
 出血の危険信号②．フジテレビ，2007.3 
 
29. 大石 実：実地医家のための脳波の判読トレーニング�成人脳波．第1514 
 回メディカルコア/日本医学中央会最新医療セミナー，東京，2007.3 
 
30. 大石 実：実地医家のための脳波の判読トレーニング�小児脳波．第1516 
 回メディカルコア/日本医学中央会最新医療セミナー，東京，2007.3 
 
31. 大石 実（出演者の１人）：奇跡体験！アンビリバボー．フジテレビ，2007.7 
 
32. 大石 実（出演者の１人）：ハピふる！コレって私だけ！？ フジテレビ， 
 2007.11 
 
33. 大石 実：てんかん発作の種類と介助．日本てんかん協会東京都支部てん 
 かん講座，東京，2008.7 
 
34. 大石 実：てんかんの治療．世田谷区医師会学術講演会，東京，2008.10 
 
35. 大石 実：神経系の画像診断．第39回日本大学医師会・日本大学医学部同 
 窓会共催夏季医学講座，東京，2009.7 
 
36. 大石 実（出演者の１人）：N-スタ てんかんとクレーン車事故． 
 TBSテレビ，2011.4 
                                         以上  


